
井
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まさ
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てる

近畿中国四国農
業研究センター
鳥獣害研究チー
ム専門員。

平成10年から奈良県農業技術センター
鳥獣害対策チームリーダーとして、猿害
対策を中心とした作物保護研究に従事。
同チームの統括を経て平成18年に近畿
中国四国農業研究センター鳥獣害研究
チーム長。平成22年から現職。

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

改
め

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
１
）

昨
年
度
連
載
の
鳥
獣
害
シ
リ
ー
ズ
い
か
が

で
し
た
か
？
本
年
度
は
、
毎
朝
目
覚
め
た
ら

す
ぐ
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
、「
百
歳
に

な
っ
て
も
行
く
の
が
楽
し
い
畑
作
り
」
の
裏

ワ
ザ
、
小
ワ
ザ
を
紹
介
し
ま
す
。

名
付
け
て
山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
。

今
年
も
鳥
獣
対
策
は
折
々
触
れ
て
い
き
ま

す
が
、
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
、
昨
年

度
の
広
報
も
合
わ
せ
て
、
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

１
．今
月
の
裏
ワ
ザ

～
畝う

ね

立
て
は
欲
張
ら
な
い
～

い
く
ら
柵
で
畑
を
囲
っ
て
も
、
柵
越
し
に

ト
マ
ト
果
実
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
に
サ
ル

の
手
や
イ
ノ
シ
シ
の
口
が
届
い
て
し
ま
え
ば

「
柵
さ
え
探
せ
ば
餌
が
食
え
る
」こ
と
を
動
物

に
教
え
る
逆
効
果
の
餌
付
け
柵
だ
と
い
う
こ

と
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
畑
の
ヘ
リ
ま
で
、
欲

張
っ
て
畝
立
て
し
て
し
ま
っ
て
は
餌
付
け
柵

し
か
出
来
ま
せ
ん
よ
。

周
囲
は
最
低
で
も
１
㍍
、
何
も
植
え
な
い

ゾ
ー
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
何
も
な
い
ゾ
ー

市
は
、
３
月
６
日
、
庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労

賞
授
与
式
を
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
功
労
賞
は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
貢
献
な
ど
で
市
民
生
活
に
夢
と
希
望
を

与
え
、
庄
原
市
の
名
を
高
め
た
方
を
顕
彰
す

る
制
度
と
し
て
平
成
20
年
度
に
創
設
。

平
成
24
年
度
は
、
文
化
功
労
と
し
て
、
長

年
、
菊
作
り
や
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
な
ど
を
通
し
、
庄
原
市
の
文
化
の
発
展

に
多
大
に
寄
与
さ
れ
た
才
木
力
三
さ
ん
、
俳

句
の
全
国
大
会
で
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
實
延
大
二
郎
さ
ん
、
森
多
む
つ
み
さ
ん

を
表
彰
し
ま
し
た
。

●
庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞
受
賞
者

（
氏
名
　
五
十
音
順
　
敬
称
略
）

●
文
化
功
労

才
木　

力
三
（
川
手
町
）

實
延
大
二
郎
（
比
和
町
）

森
多
む
つ
み
（
比
和
町
）

ン
は
柵
か
ら
サ
ル
が
手
を
差
し
伸
べ
て
も
野

菜
に
は
届
か
な
い
空
間
を
確
保
す
る
大
切
な

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
次
に
重
要
な
の
は
作
物
の

配
置
。
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
も
好
物
が
見
え
る

畑
に
は
何
と
か
入
り
た
い
と
執
着
し
ま
す
。

柵
際
に
は
シ
ソ
や
タ
カ
ノ
ツ
メ
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
と
い
っ
た
動
物
が
あ
ま
り
好
ま
な
い

品
目
を
植
え
る
の
が
、
さ
り
げ
な
い
裏
ワ
ザ

だ
と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
．今
月
の
手
抜
き

～
芽
カ
キ
の
手
抜
き
畝
～

「
バ
レ
イ
シ
ョ
は
芽
カ
キ
を
し
て
一
株
１

～
２
本
の
茎
を
残
す
と
大
き
な
イ
モ
が
と
れ

ま
す
」
と
、ど
の
本
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
芽
カ
キ
を
手
抜
き
す
れ
ば

小
さ
な
イ
モ
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
と
い
う
こ

と
。一

畝
だ
け
芽
カ
キ
を
手
抜
き
し
て
お
け

ば
、
秋
作
の
種
芋
に
使
え
る
し
、
黒
砂
糖
で
寒

露
煮
を
作
る
と
美
味
。
地
温
の
高
い
秋
作
で

も
、
切
ら
な
い
で
丸
ご
と
植
え
る
と
土
中
で

腐
る
こ
と
な
く
栽
培
で
き
ま
す
。

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
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２
４
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シリーズ

●
庄
原
市
表
彰
状
受
賞
者
（
氏
名
　
五
十
音
順
　
敬
称
略
）

農
業
委
員
会
委
員
15
年
以
上
の
在
職
者

小
林　
　

孝
（
東
城
町
）

学
校
医
、学
校
歯
科
医
15
年
以
上
在
職
者

児
玉　
　

節
（
広
島
市
安
佐
南
区
）

宮
地　
　

譲
（
東
城
町
）

消
防
団
員
25
年
以
上
の
在
職
者

三
浦　

虎
已
（
川
西
町
）

竹
元　

浩
人
（
川
北
町
）

山
崎　

廣
芳
（
川
北
町
）

友
國　

昭
博
（
市
町
）

才
木　

啓
久
（
峰
田
町
）

小
池　

伸
二
（
峰
田
町
）　

戸
井　
　

博
（
高
町
）　

稲
垣　

光
宣
（
高
茂
町
）

山
野　

利
春
（
西
城
町
）　

池
田　

敏
徳
（
西
城
町
）　

柳
生　

好
和
（
西
城
町
）　

柳
川　

朋
広
（
西
城
町
）

新
林　

弘
治
（
高
野
町
）　

松
長　

茂
治
（
高
野
町
）　

新
山
芙
美
夫
（
高
野
町
）

山
根　

啓
荘
（
総
領
町
）

木
村　

成
利
（
総
領
町
）

信
清　

裕
司
（
総
領
町
）

献
血
回
数
30
回
以
上
の
方

井
上　

龍
一
（
西
城
町
）

寺
元　

豊
樹
（
比
和
町
）

藤
原　

洋
二
（
高
野
町
）

村
上　

達
子
（
東
城
町
）

瀬
尾　

千
秋
（
東
城
町
）

※
市
内
在
住
で
、
平
成
24
年
９
月
30
日
現
在
、

献
血
回
数
30
回
に
達
し
た
方

価
格
１
０
０
万
円
以
上
の　
　
　
　
　

                                                           

金
品
の
寄
附
者 

荒
木　
　

攻
（
広
島
市
西
区
）

庄
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

会
長　

瀧
口　

泰
治
（
西
本
町
）

公
益
財
団
法
人

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
広
島
支
部

支
部
長　

伊
藤　

守
夫　

（
広
島
市
東
区
）

長年の功績を称え29人を表彰
～庄原市表彰状授与式～

総務課人事秘書係　☎０８２４-７３-１１２５

夢と希望を与えた３人を表彰
～ふるさと功労賞授与式～

総務課人事秘書係　☎０８２４‐７３‐１１２５

庄
原
市
表
彰
状
授
与
式
を
３
月
23
日
、
市

役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
章
者
は
、
多
年
に
わ
た
り
各

種
委
員
や
消
防
団
員
と
し
て
在
職
し
、
市
政

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
、
助
け

合
い
の
精
神
で
献
血
を
30
回
以
上
さ
れ
た

方
、
本
市
に
多
額
の
浄
財
な
ど
を
寄
附
さ
れ

た
方
、
合
わ
せ
て
29
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

授
与
式
に
は
10
人
が
出
席
。
滝
口
季
彦
市

長
は
「
皆
さ
ま
の
郷
土
を
愛
す
る
心
や
職
務

に
対
す
る
熱
心
な
取
り
組
み
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
、
一
人
一
人
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ふるさと功労表彰 庄原市表彰

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 14 15｜２０１３．４月号｜広報しょうばら


